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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報・報道担当☎0940（36）1055まで

の
出
光
佐
三
さ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
46
年
４
月
22

日
、「
宗
像
神
社
境
内
」
は

国
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し

た
。

●
平
成
��
年
以
降

　
昭
和
の
造
営
か
ら
40
年
以

上
が
経
過
し
、
宗
像
神
社
境

内
の
価
値
を
損
な
う
こ
と
な

く
保
存
し
て
い
く
た
め
、
文

化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、
市

が
環
境
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
調
査
の
中
で
明
ら
か
に

な
っ
た
境
内
の
記
念
碑
な
ど

か
ら
、
神
社
に
対
す
る
人
々

の
信
仰
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

今
に
伝
え
る
記
念
碑

　

沖
津
宮
、
中
津
宮
、
辺
津

宮
の
総
社
で
あ
り
、
人
々
の

参
拝
も
多
い
宗
像
大
社
辺
津

宮
に
は
、
い
く
つ
も
の
信
仰

を
願
っ
て
奉
納
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

②
拝
殿
右
側
の
石
板

　
拝
殿
向
か
っ
て
右
側
に
あ

る
石
板
は
、
明
治
12
年
に
鶏

卵
卸
問
屋
の
関
係
者
が
集

ま
っ
て
建
て
た
も
の
で
、
宗

像
地
域
は
、
当
時
養
鶏
が
盛

ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

の
記
念
碑
が
残
っ
て
い
ま

す
。

①
花
崗
岩
製
の
石
柱

　
手
水
舎
（
て
み
ず
し
ゃ
）

の
手
前
に
あ
る
花
崗
岩
（
か

こ
う
が
ん
）
製
の
石
柱
は
、

幟
（
の
ぼ
り
）
を
立
て
る
た

め
の
も
の
で
、
昭
和
13
年
、

門
司
鉄
道
局
の
文
字
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
鉄
道
の
安
全

学びの里

ふるさとから
世界遺産を!

連
遺
産
群

連
遺
産
群

連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関
連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関

第55回

　
古
代
・
玄
界
灘
を
舞
台

に
、
日
本
と
大
陸
の
航
海
交

流
の
要
衝
と
し
て
信
仰
が
生

ま
れ
た
宗
像
大
社
。
そ
の
信

仰
は
現
在
も
続
い
て
い
ま

す
。

　
国
指
定
史
跡
の
「
宗
像
神

社
境
内（
＊
１
）」に
つ
い
て
、

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま

す
。

（
＊
１
）
現
在
、
宗
像
大
社

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

指
定
名
称
は
宗
像
神
社
境

内
で
す

昭
和
と
平
成
の
調
査

●
昭
和
��
〜
��
年
代

　
戦
前
・
戦
後
、
疲
弊
（
ひ

へ
い
）
し
て
い
た
宗
像
神
社

を
建
て
直
そ
う
と
、「
宗
像

神
社
復
興
期
盛
会
」
を
立
ち

上
げ
、
神
社
の
歴
史
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
神
社
史
の

編
集
や
沖
ノ
島

の
調
査
に
取
り

掛
か
り
ま
し

た
。

　
調
査
を
基

に
、
心
字
池
の

改
修
や
高
宮
祭

場
の
整
備
な

ど
、
昭
和
の
造

営
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の

一
大
事
業
を
成

し
遂
げ
た
の

は
、
赤
間
出
身

宗
像
大
社
辺
津
宮
の
境
内

（
明
治
以
降
編
）

③
ま
よ
い
子
た
づ
ね
石

　
（
た
ず
ね
石
）

　
今
は
、
授
与
所
の
裏
に
あ

り
、
直
接
目
に
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
明
治
37
年

に
建
て
ら
れ
た
「
ま
よ
い
子

た
づ
ね
石
」
と
書
か
れ
た
石

柱
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
で

も
読
め
る
ひ
ら
が
な
で
書
か

れ
た
こ
の
石
柱
か
ら
は
、
祭

「まよい子たづね石」と
書かれた石柱

鶏卵卸問屋の関係者が建てた石板

り
な
ど
で
、
多
く
の
人
々
が

に
ぎ
わ
う
中
、
親
と
は
ぐ
れ

て
泣
い
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
こ
こ
で
親
と
出
会
い
、

ほ
っ
と
す
る
情
景
が
目
に
浮

か
び
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室 

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
）

☎
（
62
）
２
６
１
７

　 沖 ノ 島 を 題 材 に、 写 真 家 の
藤原新也さん（北九州市出身）
と 直 木 賞 作 家 の 安 部 龍 太 郎 さ 
ん（八女市出身）が、共著『神の
島 沖ノ島』を出版しました。
　同著には、沖ノ島への航海の様
子、巨岩やうっそうと茂る緑など
沖ノ島の力強い自然、沖津宮や古
代の遺物、神宝館に展示されてい
る国宝など、さまざまな写真が収
められています。
　書道家でもある藤原さんが６月
９日、宗像大社を訪れ、出版を記
念して宗像大社に書を奉納しまし
た。奉納した書は「潮の道」「岩力」「残耿（ざんこう）」の３点です。
　藤原さんは「『潮の道』は大陸への道である海北道中（かいほくどうちゅう）、『岩力』
は沖ノ島が石英斑岩（せきえいはんがん）という岩によって成ることを示します」と説
明しました。また、世界のいろいろな場所を旅した経験のある藤原さんにとって、島全
体がご神体で入島が制限されている沖ノ島は、特別な場所と感じたようで、「残耿」に
ついては「沖ノ島で、今まで経験したことのない空気を感じ、古代の風景はこんなもの
かなと思いました。島に対する敬いの気持ちや、今ここに残っているものを守っていく
姿勢が必要だと感じ、その思いを書にしました」と語りました。
　市では、世界遺産への登録に向けて、資産の保存管理や保護する緩衝地帯の設定など、
さまざまな準備を進めています。「宗像・沖ノ島と関連遺産群」を守っていくためにも、
世界遺産登録の早期実現を目指します。

■問い合わせ先　世界遺産登録推進室（海の道むなかた館）　☎（62）２６１７

藤原さん（右から３人目）から
宗像大社に奉納された書「潮の道」

写真家・藤原新也さんが
沖ノ島への思いを書に


